


韻 今
ん
を
午

四
月
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後
五
時
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由

こ
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い
Λ

の
化
　
　
川

口
鬼
千

式
旗
小
金
升
は
歌
川
広
立
の

「富
士
二
十
六
景
」
に
も
工
川
上
水
の
桜
が

梢
か
れ
る
な
ど
、
江
戸
の
寺
よ
り
予
勝
の
地
で
し
た
。
ま
た
、
小
金
井

の

名

の
通
り
、
多
摩
川
歿
丘
の
は
け
の
下
よ
り
湧
く
堂
富
な
地
下
水
は
、
建

く
縄
丈
時
代
よ
り
人
々
の
承
ら
し
を
濶
し
て
き
ま
し
た
。

私
は
こ
の
小
金
井
に
生
ま
れ
育
ら
、
時
代
が
流
れ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の

が
あ
る
こ
と
を
教
わ
り
、
そ
の
何
か
に
な
か
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な

っ
上

，

景
が
い
た
し
よ
す
。
そ
し
て
審
が
大
学
時
代
に
去
会

い
一
生
の
仕
事
と
決

め
た
化
は
、
工
に
す
代
か
ら
未
未
ま
で
究
わ
ら
ぬ
人
の
越
、
自
然
や
神
々

の
世
Λ
を
趣
材
に
し
て
、
送
か
な
年
月
え
け
継
が
れ
て
き
た
伝
仇
芸
化
で

一，
。

水
清
く
花
咲
く
小
会
井

の
Λ
ご
と
に
、
能
を

一
春
ず

つ
大
物
に
演
じ
て
い

け
れ
ば
と

「
こ
が
ね
い
本

の
能
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
日
は
塊
代
の

能
泰
を
代
表
す
る
共
演
考
の
オ
々
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
井
台
を
勤

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
阿
部
朱
辛
盈
さ
ん
に
、
当
日
の
升
台
背

景
の
共
術
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

演
化
に
先
立
ろ
ま
し
て
、
物

越
若
の
方
に
も
分
か
り
や
す
く
峯
し
ん
で
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
、
解
説
を
い
た
し
ま
す
。

化

「白
然
居
士
」
あ
ら

，
■

自
然
居
士
と
い
う
な

い
抗
金
師
が
、
京
都

・
要
居
寺
に
人
を
集
め
て
、
を

目
問
の
読
法
を
行

っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
泉
盗
日
、　
一
人
の
私
兄
の
童
女

が
、
美
し
い
考
物
を
携
え
て
塊
れ
ま
す
。
童
女
は
持
参
し
た
小
れ
を
供
（

の
品
と
し
て
、
せ
き
両
れ
を
や

っ
て
ほ
し
い
と
、
自
然
居
士
に
ヤ
し
去
ま

す
。
そ
の
健
且
ヶ
越
に
、
居
士
も
礁
衆
も
決
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
な
の
董
女
は
、
来
回
か
ら
未
た
人
商
人
に
わ
が
夕
を
売

っ
て
、

い
れ
を
調
達
し
て
い
ま
し
た
。
董
女
は
、
迫

っ
て
き
た
人
商
人
に
建
れ
去

ら
れ
て
し
ま
い
よ
す
。
そ
の
こ
と
を
知

っ
た
自
然
居
士
は
、
董
女
を
勁
け

よ
う
と
人
商
人

一
行
を
■

い
か
け
、
彼
ら
が
発
色
湖
の
ほ
と
り
で
舟
を
去

そ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
間
に
合

い
ま
す
。
白
然
居
士
は
升
を
引
き
留
め
て

未
り
込
み
、
童
女
を
解
次
し
な
い
な
ら
、
自
分
も
人
商
人
と
子
ど
も
に
つ

い
て
い
く
と
決
意
を
述
べ
ま
す
。
舟
か
ら
下
り
な
け
れ
ば
、
殺
し
て
や
ろ

う
か
と
言
う
人
商
人
の
そ
し
に
も
気
け
ず
、
自
然
居
士
は
、
決
し
て
下
り

よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
。

仏
法
に
仕
え
る
白
然
居
士
に
手
を
去
す
こ
と
の
で
き
な
い
人
商
人
は
、
し

ボ
し
ボ
童
女
の
解
次
を
決
め
ま
す
。
そ
し
て
来
る
不
満
を
崎
ら
す
た
め
、

自
然
居
士
に
丼
を
井
わ
せ
、
写
め
を
与
え
よ
う
と
考
え
、
董
女
の
解
次
の

条
件
に
し
ま
し
た
。
人
商
人
の
た
く
ら
み
を
知
り
つ
つ
も
、
自
然
居
士
は

彼
ら
の
ぶ
め
に
痣
じ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
升
を
惜
し
み
な
く
兒
せ
ま
す
。
そ

し
て
無
事
に
董
女
を
解
放
さ
せ
、　
一
緒
に
都

へ
と
斤
る
の
で
し
た
。

解
抗

仕
升

化
自
然
居
士

実
　
盛

井
　
筒

キ

リ

太
郎
危
考

主
（休
憩
　
十
二
分
） 占

木
占
木

自
然
居
士

人
商
人

人
商
人

董
　
女

芸
騨

の
考

‐‐―州
ロ

御
厨

野

ロ

伊
藤

占
木

見
千

誠
各

能
称

永
朔

笛
　

　

竹
市
　
　
学

小
技
　
　
為
澤
洋
夫
郎

夫
技

　

亀
井
　
広
恙

後
え

　

津
村
擢
次
郎

占
ヤ
　
迩
乱

裕
占
　
隆
空

比
器

　

権
考
　
紀
彩

角
当
　
直
隆

谷
木
　
使
吾

林
木
　
　
夫

小

口
物
鬼
磨

梅
考
　
景
美

（午
後
を
時
半
頂

盗
演
予
定
）

只寸 只寸
孝 童

〔お問い谷わせ〕

こがねい本の含ヒ実行委員会

070-6422-1532
harunonoh@gmailcom

〔事市諾座〕

奮演の几どころ等をお話 しいたします

日時 :3月 25日 (火)午後7時 より

会場 :τ地泰み ]ヽ ホールにて

子約 :実行委員会までご予約下さい

費用 :1000日 (チ ヶットをお持らの方は黒締

只1

立

′
]ヽ 合井 官)と 率器ホール

」R式政小全井駅詢口徒歩一分

〔弁
ム
ロ
妄
術
〕

阿
部

朱
幸
れ
Ｓ
ｃ
Ａ
Ｒ
Ａ

兵
術
案

・
墨
俗
師
。

，れで赫軒筋滋年の停携熱取醜智嶽載騨師判四隣靖承
〕

に
て
目
木
代
表
作
品
に
４
出
パ
リ
ル
ー
ブ
ル
妄
術
館
内

ア

　
　
のヨ

ー
ク
等
、
国
内
外
で
文
貨

・
招
待
晨
示
多
数
。

森
と
を
夫
化
を
楽
し
む
ツ
ナ
グ
の
森
企
働
主
宰
。

川
口
見
千
　
イヽ
ア
オ
拠
世
流
能
率
節
。
梅
考
会
所
属
。

小
参
井
市
出
身
。
支
妥
無
形
夫
化
財

（化
泰
終
谷
）
保

持
考
。
昭
を
二
十

一
年
生
ま
れ
。
浸
働
案
か
わ
ぐ
ら
か

い
じ
の
長
男
。
凌
應
表
塾
大
学
在
学
ヤ
に
能
に
魅
せ
ら

れ
化
の
童
を
志
す
。
卒
業
後
、
二
十
六
せ
梅
考
六
郎

（乳
桜
雪
）
に
入
門
し
、
後
的
化

「降
魔
」
に
て
初
弁

台
。
緑
花
会
、
二
人
の
会
を
主
催
。

滓
村

擢
次
郎
　

イヽ
ア
方
観
せ
流
能
楽
師
。
緑
衆
会
代

表
。
童
妥
無
形
夫
化
財

（能
率
盗
谷
）
保
持
考
。
昭
ん

十
七
年
北
え
州
市
生
ま
れ
。　
一
椅
大
学
在
学
ヤ
に
女
流

能
泰
師
の
■
分
け
津
村
紀
二
子
に
師
字
、
そ
の
後
先
代

紐
せ
掌
空
に
節
宰
。
定
例
ゲ
演

「舒
来
会
例
会
」
の
ほ

か
、
小
参
井
訴
能
は
今
年
習
十
口
を
４
え
、
佐
渡
で
の

活
動
も
二
十
数
年
継
坑
。

世
Λ
大
会
に
　
カロ
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
地

・
ニ
ュ
ー

〔チケット 谷オロ7年 1月 15ロ ノぇ(売〕

カンフェティチケットセンター

050-3092-O051 (耳二日10:00～ 17:OO)

http://confetti― web com/@/harunonoh6

・1ド
′白ヒイ旨定S席 OXЮ円   '1ト レ白ヒ2トレ白ヒ才旨短

“

帝「よX)円

・2階 白〔身B席 3開Э日  ・学生席(白 歯席)2000円
※史付にて学生証を拝兒いたします。


